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 中国百科検定博士 小川さん、8月訪中内定 

                                             日中友好協会倉敷支部 宇野忠義 

 第 17回中国百科検定試験は、7月 5日（土）午後 3時から、倉敷駅東ビル・ウィ 

ズアップくらしき（6階）会議室で開かれます。皆さんのご参加を呼びかけます。会員以外でも参加できます。 

 その百科検定試験の推進会議が 5 月に開催されました。その席上で、8 月下旬に予定されている 2025 年

夏季青年訪中団について報告がありました。対象者は中国百科検定試験の若手成績優秀者及び協力大学

の先生の推薦者などです。50名規模の予定ですが、10人に一人の随行者が予定されており、日中友好協会

担当役員の他に１、２名の随行者の募集がありました。随行者は４０歳以上でもよいということだったので、私

は、岡山支部の小川さんを推薦しました。 

 小川さんは、初級、３級、２級、１級、特級と難易度が上がる検定試験の特級クラスの地理、政治経済、歴

史、文化・芸術・風俗習慣の４分野で合格された「博士」に認定されています。亡くなられた小林軍治さんも「博

士」でした。 

 小川さんは、岡山支部の理事として活躍されており、太極拳の熟達者でもあり、青年団の引率者としてもふさ

わしいと思い推薦したところ、認可されました。 

 青年訪中団は、コロナ禍で相互の交流・訪問が途切れていたのが、コロナの沈静化で復活したものです。訪

問先は、北京、広東省（深圳、広州）で大学や記念館などを訪問、交流します。 

 中国人民対外友好協会・中国日本友好協会が協力主催者となり、中国往復の航空運賃、滞在費を負担し

ていただけます。 

 ユーラシア大陸の風格がある小川涼子さんの訪中が、日中友好、相互理解に一層貢献できることを期待し

ています。 

 中国百科検定試験については、日中友好協会岡山支部・倉敷支部にお問い合わせ下さい。 
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今回は倉敷 9条の会の原田由美子さんの寄稿を紹介します。 

憲法記念日岡山市民のつどい記念講演「裏金事件と裏金をなくす政治改革」（講師上脇博之氏）に参加して 

                                                倉敷 9条の会 原田由美子 

憲法記念日岡山市民のつどい記念講演「裏金事件と裏金をなくす政治改革」（講師上脇博之氏）には、主催

者の予想を上回る多数の聴衆が訪れ、裏金事件に対する市民の関心の高さを示した。 

裏金事件の発覚 

ことの発端は、赤旗日曜版（2022 年 11 月 6 日）のスクープ政治資金規正法違反「20 万円超収入明細不記

載事件」報道であり、やがて事件は、朝日新聞（2023年 12月 1日）の裏金事件スクープ「安倍派、裏金 1億円

超か、パー券不記載、立件視野」に始まる裏金事件報道につながっていく。そして、国会議員に止まらず、都議

会自由民主党議員の裏金事件も明らかになっていった。 

なぜ自由民主党は裏金が必要か？ 

国民の多くが感じている「なぜ裏金が必要なのか？」という素朴な疑問に対して、上脇氏は、自民党は裏金欲

しい、その理由は①買収し放題の自民党総裁選、②1994 年の「政治改革」＝衆議院小選挙区制度の導入以

降、政権与党は暴走可能になった、③自民党員数の激減、それでも選挙に勝ちたいから。（中国新聞（2024年

5 月 9 日）連載報道「安倍氏、2013 年参院選で候補者に現金 100 万円『裏金』から」など）、原因を明らかにし

た。 

では、国民に打つ手はあるのか？ 

不毛な状況を改革するためには、上脇氏は、主権者国民のための真の政治改革が必要であり、（1）裏金作り

ができないようにする政治改革として、①政治資金パーテイーの禁止、②収益率の高い事業の禁止を挙げ、

（2）1994 年「政治改革」のやり直しとして、①先送りされてきた「企業・団体の政治献金」の全面禁止、②違憲の

政党助成金（政党交付金）廃止または制度改革が必要であり、③選挙制度改革＝民意を歪曲する衆議院小選

挙区選挙・参議院選挙制度の改革を訴えた。 

 


